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  受付   開会行事   記念講演      休憩   研究発表  

 

 

平成２８年１１月２２日（火）１３時３０分より、大阪市教育センター講堂にて「つながろう！
つながりから見える学校事務の向上」～ 共に踏み出そう！学校教育の未来へ ～を大会テーマ
に、第２４回大阪市立小中学校事務研究大会を開催します。 

 

≪記念講演≫ 

茨城大学大学院 教育学研究科 准教授 加藤 崇英 様を講師にお迎えし、「『チーム学校』論

議と学校事務職員の課題」と題して、ご講演いただきます。加藤様の研究分野は、｢学校経営｣｢教

育行政｣で、学校組織に関する理論的･実証的研究、学校評価に関する研究、学校規模に応じた学校

組織マネジメントに関する研究をされています。 

中央教育審議会の答申「チーム学校としての学校教育の在り方と今後の改善方策について」の中

で、「チームとしての学校」を実現するための具体的な改善方策について、学校のマネジメント機

能の強化が挙げられています。この答申を具体的に推進するために、文部科学省が策定した「『次

世代の学校・地域』創生プラン」では、事務職員が「予算の執行管理、情報管理等により校長のマ

ネジメントを支える ※共同実施により学校の事務を効率化」と明示されています。加藤様からは、

この国の動きを踏まえ、学校の課題、学校事務職員の課題、大阪市の学校事務職員の課題等につい

て、詳しくお話しいただく予定です。 

 

≪研究発表≫ 

複雑化・多様化する学校の課題に対応するため、学校運営チーム

の一員として、私たち学校事務職員にはより積極的な学校運営への

参画が求められています。 

研究部では昨年度より、学校運営に参画するひとつの方法として

「提案型の学校事務職員」をテーマに研究を行っています。 

本大会では、研究部員が取り組んできた提案実践の検証をもとに、

提案型の学校事務職員に求められるものについて、会員のみなさん

と一緒に考えたいと思います。 

 
 
 

（１） 



 

 

 

１０月２４日（月）大阪市教育センターにおいて幹事会を開催した。 

１ 今年度の活動について 

（１）事務局 ・会報１９３号 ６月２９日発行 ・会報１９４号 ９月２７日発行 

・第１回事務局・専門部合同研修会について報告（８月２５日開催） 

・パレット作成中 

（２）研究部 ・研究発表「提案型の学校事務職員に求められるもの」に向けた準備 

・全事研京都大会に向けた研究 

（３）研修部 ・平成２８年８月２２日 パソコン研修会開催 

・実務研修会開催に向けて準備中 

２ 第２４回研究大会について  

・１１月２４日（火）１３時３０分～研究大会を開催予定 

・記念講演「『チーム学校』論議と学校事務職員の課題」・大会要項を発送（表面参照） 

３ 業務連絡          ４ その他 

・予算の適正執行について    ・全事研会報 ２２５号、２２６号 

財務ウィークポスター配付 

 
 

平成２８年１０月７日（金）神戸市産業振興センターにおいて、第８回全国公立小中学
校事務職員研究会兵庫支部研究大会が開催された。開会行事のあと、全事研本部活動報告
があり、その後、兵庫県立大学 総合教育機構防災研究センター 准教授 馬場 美智子 様 
より「学校現場の防災における学校事務職員の重要性と期待される役割～事前の備えと地
域との連携～」と題し、講演が行われた。その中で馬場様は、学校事務職員に期待される
役割は、災害発生後の対応において必要となる要素を把握し、俯瞰的に学校の状況を眺め
られる立場に立つこと、また、次に起こる状況を先読みして、校長、教員の活動を支援す
ること、さらに、災害後に必要な事務作業を想定した行動を取ることであると述べられた。
そして、災害時に求められる力は、平時の業務遂行能力と同様であり、一人ひとりが平時
から対応力向上に努めることで、災害時の力につながると講演を締めくくられた。 
午後からは全体会として、研究部より「可能性を求めてはばたく学校事務～発見・突破・

前進～」をテーマに、学校事務職員が防災に通じる安全・安心な学校づくりに関わってい
くことから、学校事務職員のための研修モデルについて研究発表が行われた。 
その後、二つの会場に分かれ、分科会が行われた。参加した第１分科会では、午前中に

講演された馬場様、兵庫県教育委員会 震災・学校支援チーム 松本 亨 様、２名の研
究部員をパネリストとし、「防災に通じる安全・安心な学校づくりに学校事務職員はどう関
わっていくか～今後の学校事務職員の可能性～」をテーマに、会場参加型のパネルディス
カッションが行われた。その中で、防災士としても取り組みを行っているパネリストの研
究部員の方から、生徒児童や教職員向けに固定ベルトやガラス飛散防止フィルムの必要箇
所などのアンケートを実施し、校舎の安全点検と併せて、非構造部材の安全点検も行って
いると発表があった。また、災害に対する備えに重要なのは、平時から実行すること（訓
練）、助け合えるネットワークを構築すること（連携）、先読みして対応すること（リスク
マネジメント）であると分科会を締めくくられた。 
全体を通して、阪神淡路大震災での経験をもとに研究を進められており、学校事務職員

としての防災に対する姿勢を考えさせられる大会であった。 
 

お詫びと訂正 
・研究大会要項・会報の訂正について 

研究大会要項・会報の記念講演講師に関する記述に、一部誤りがありました。 

お詫びいたしますとともに、次のとおり、訂正させていただきます。 

（誤）茨城大学 教育学部 准教授 ⇒（正）茨城大学大学院 教育学研究科 准教授 

・会報１９３号６ページの平成２８年度幹事会名簿について、一部が掲載されていませんでした。

お詫びいたしますとともに、西成区幹事は次の通りとさせていただきます。 

行政区 名   前 所    属 

西 成   

 
編集後記  本校では文化発表のために賑やかな雰囲気が続いています。子どもたちの

楽しそうな笑顔を見ていると、私も頑張ろうとやる気が出てきます♪（Ａ） 
（２） 


